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平成２３年２月７日
各　位
（財）日本国際問題研究所
公開シンポジウムのご案内
「～気候変動のより良いガバナンスの探求～」
　拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は当研究所にご理解、ご協力を賜りまして厚く御礼申し上げます。

　さてこのたび当研究所では、公開シンポジウム「～気候変動のより良いガバナンスの探求～」を、下記の通り開催（後援：外務省、日本経済新聞社（予定））する運びとなりましたのでご案内申し上げます。

　先般、メキシコ・カンクンにて開催された気候変動枠組条約締約国会議（ＣＯＰ１６）では、２０１３年以降の次期枠組について合意することはできず、次期枠組の合意については２０１１年末に南アフリカで開催されるＣＯＰ１７へ持ち越されることとなりました。
　そこで、当研究所では主要国の交渉実務者と有識者をお招きして、気候変動を巡る国際交渉の展望や新興国台頭を踏まえたグローバル・ガバナンスのあり方等に焦点をあてて議論を行い、トラックⅡの立場から国際議論に弾みをつけたいと考えております。そして、気候変動問題に対処するための課題は何か、また日本および国際社会によるあるべき国際協力枠組などについて参加者の皆様とともに考えて参りたいと存じます。
　つきましては、ご多忙とは存じますが、何卒ご出席いただければ幸いに存じます。ご出席いただける場合はお手数ですが、別添のご出席回答用紙にご記入の上、ファックスにて２月２３日（水）までにご返送下さいますようお願い申し上げます。なお、お席に限りがございますので、定員に達した場合は締切らせて頂きますので予めご了承ください。　　　

敬具
記
１．
日　時：
３月２日（水）９：３０－１７：２０
２．
場　所：
東海大学校友会館「望星の間」（千代田区霞ヶ関３－２－５霞ヶ関ビル３５階）
３．
言　語：
日本語・英語（日英同時通訳付）　　　　　　　　
４．
入場料：
無料
５．
プログラム:


9:30-9:50
開会の辞

9:50-12:35
セッション1：気候変動を巡る国際交渉の展望
　司　　　会：野上　義二・当研究所理事長

　キーノート・スピーカー：モレワ南アフリカ水・環境大臣（予定）
パネリスト：フィゲレスUNFCCC事務局長　　　　ディリンジャー・ピューセンター国際戦略部長　　　　　
　　　平松　賢司・外務省地球規模課題審議官   　　　　　デ・アルバ・メキシコ気候変動特使          　　　　　　　

周　大地・能源研究所前所長
14:15-17:00
セッション2：気候変動問題におけるグローバル・ガバナンス
　司　　　会：飯田　香織NHKアナウンサー

キーノート・スピーカー：ハン・スンス元韓国国務総理
パネリスト：オア国連事務総長補   　　          マシャード・ブラジル外務省環境問題特別局長


浜中　裕徳・地球環境戦略研究機関理事長  　　 　　オースティン東西研究所副会長

17:00-17:20
閉会の辞



· 最新のプログラムは、当研究所ホームページ（http://www.jiia.or.jp）をご覧下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　（本件お問い合せ先）
研究員：西川　賢 / 研究助手：冨田 角栄
TEL：03-3503-7801 / FAX：03-3503-7186　http.www.jiia.or.jp   kakuei@jiia.or.jp
２０１１年２月７日現在

（最新のプログラムは当研究所ホームページをご覧下さい。）

気候変動シンポジウム
～気候変動のより良いガバナンスの探求～

１　実施機関

主催：日本国際問題研究所，後援：外務省・日本経済新聞社（予定）

２　日時

２０１１年３月２日（水）９：３０～１７：２０

３　場所

東海大学校友会館「望星の間」（千代田区霞ヶ関３－２－５霞ヶ関ビル３５階）　
４　プログラム（案）：出席者については調整中を含む
	９：３０－９：５０
	開会の辞
日本政府関係者

	９：５０－１２：３５
	セッション１：気候変動を巡る国際交渉の展望

ＣＯＰ１６に対する評価とＣＯＰ１７への展望，削減目標の設定とＭＲＶ（測定/報告/検証），途上国支援，森林保全と気候変動　等

モデレーター：

野上　義二・日本国際問題研究所理事長
キーノート・スピーカー：

モレワ南アフリカ水・環境大臣（調整中）

パネリスト：

デ・アルバ・メキシコ気候変動特使
フィゲレス国連気候変動枠組条約事務局（ＵＮＦＣＣＣ）事務局長

ディリンジャー・ピューセンター国際戦略部長
周　大地・中国能源研究所前所長

平松　賢司・外務省地球規模課題審議官

	１４：１５－１７：００
	セッション２：気候変動問題におけるグローバル・ガバナンス

新興国台頭を踏まえたグローバル・ガバナンスの在り方，気候変動問題に対処するためのあるべき国際協力枠組　等

モデレーター：

飯田　香織・ＮＨＫアナウンサー
キーノート・スピーカー：

ハン・スンス元韓国国務総理
パネリスト：

オースティン東西研究所副会長

マシャード・ブラジル外務省環境問題特別局長
浜中　裕徳・地球環境戦略研究機関理事長
オア国連事務総長補（予定）

	１７：００－１７：２０
	閉会の辞


日本国際問題研究所　冨田　行　（ FAX：03-3503-7186 ）　    Ｗ
公開シンポジウム
「～気候変動のより良いガバナンスの探求～」（仮）
参加申し込み用紙

＊ご出席いただけます方は、お手数ですが、２月２３日（水）までに、所定の事項をご記入の上、FAXにてご返送下さい。
********************************************************************************

· 英語表記もご記入願います。

ご芳名(日) ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　　
(英) ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
ご所属(日) ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　
(英) ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
お役職(日) ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
(英) ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
ご連絡先（電話/FAX）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
(e-mail address) ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿@＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
【会場所在地】 　〒100-6011　東京都千代田区霞が関3-2-5　霞が関ビル35階

東海大学校友会館「望星の間」　℡：03-3581-6041
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